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書評

　本書は，著者影山幸雄氏が自己

の豊富な手術経験に基づいて理解

した外科解剖と，その解剖学的知

識を駆使することで到達し得た最

良の手術手技をイラストで伝えよ

うとする実践的な手術書である。

記された内容はすべて著者が実際

に行っている手術手技であり，長

年の経験から得た細かなコツから

思いがけない失敗に対する対処法

まで，著者の手技を正確に伝えよ

うとするものである。

　日ごろ滞りなく行われている手

術も場面・場面を細かく分解する

と，「次に現れてくる術野をイメー

ジして決断された操作の連続」と

いえる。手術に携わる者が「術者

の手が止まってしまった」と表現

する場面は，術者が次の理想的な

術野とそこに至る手術操作をイ

メージできないで困っている状態

である。誰でも初心者時代に経験

した記憶があろう。本書に多用さ

れているイラストは，単に手術の

手順を伝えるだけでなく，手術の

進行に合わせて術者がイメージす

べき次の場面を教えてくれる。エ

キスパートの手術ビデオを見て同

じ手技で行おうとしても実際に執

刀する場面でつまずくことが多い

のは，静止画像的な次の術野をイ

メージし難いことが 1 つの理由

だと考える。手術ビデオを静止画

像に分解したような本書のイラス

トが，今までの手術書になかった

学習効果を発揮すると期待でき

る。また，熟練した医師が若い泌

尿器科医に手術を教えようとする

場合の解説書としても最適であろ

う。

　直接の手術手技ではないが，「よ

りよい手術をするためのアドバイ

ス」と題して挿入されたコラムも

魅力的である。「手術中冷静さを保

つために」「スタッフの力を最大限

に引き出すもの」「不測の事態に対

して」「手術を終えて」などの見

出しで書かれているが，著者の理

想的な手術をめざす真摯な姿勢と

熱意が示されている。同感するこ

とばかりであり，よりよい術者を

めざす若い泌尿器科医にぜひ伝え

たい内容である。
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